
（参考資料） 

２００５．８．１６ 

 

 

 

株価に連動する男性消費 

 

～潜在需要が顕在化すれば、名目ＧＤＰを＋2.9 兆円押し上げ～ 

 

   

  第一生命保険相互会社（社長 斎藤 勝利）のシンクタンク、株式会社第一生命経済研究所

（社長 石嶺 幸男）では、標記のとおり「株価に連動する男性消費」と題するレポートを取り

まとめましたので、ご報告いたします。 

 

＜要旨＞  

○ 最近、高額商品を中心に男性消費が盛り上がっている。企業の取り組みも活発化し

ており、衣料品や高級セダン、男性雑誌などの売れ行きが好調となっている。 

○ 男性消費は株価と連動性が高い。この背景には、子供のための消費は不況でも削れ

ない一方で、妻が財布の紐を握っているケースが多いため、父親の消費が最も不況で

削られやすいことが指摘できる。 

○ 総務省「家計調査」における男性用被服・履物や自動車等関連費および世帯主のこ

づかいを男性消費と定義すれば、男性消費が好調とはいえ依然として消費全体の約

12.4％に過ぎない。 

○ 仮に潜在的な男性消費率をこれまでのピークである 13.7％（89 年）とすれば、男性

消費の拡大余地は＋2.9 兆円存在する。これがすべて顕在化すれば、名目ＧＤＰを＋

0.6％、うち個人消費を＋1.0％押し上げることになる。 

○ 今後も景気回復が続けば、自分の趣味などに強いこだわりを持つ男性の消費をうま

く刺激できた商品がヒットする可能性が高い。 

○ ただ、早すぎる金融引き締めや増税が続いたら全体の景気は大して良くならず、結

果的に株価もそれほど上昇しないことが懸念される。男性消費回復を素直に喜んで良

いのかどうかは、今後の経済政策運営次第といえる。 

                                            
【お問い合わせ先】  

第一生命経済研究所 経済調査部 
    主任エコノミスト  永濱 利廣 
    TEL  03-5221-4531、4518 
   （詳細は次頁以降をご覧下さい）  
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●盛り上がる男性消費 

 最近、高額商品を中心に男性消費が盛り上がっている。大手百貨店ではメンズ館の大規

模改装による男性消費の取り込みや、新洋品セレクトショップで中高年男性の集客に成功

する等、企業の取り組みも活発化している。また海外高級ブランドも、紳士オーダー靴を

取り扱ったり紳士小物を強化する等、日本の男性消費の掘り起こしに注力している。 

今年はクールビズ運動もあり、こうした男性向け商品の市場拡大期待を背景に、各社の

メンズファッションへの取り組みが活発化している。例えば、男性向けファッション誌が

多くの読者の支持を獲得し、30 代以上の男性をターゲットにしたファッション誌の創刊が

相次いでいる。また、セレクトショップも 45～60 歳の男性を対象とした新業態を今春から

手がけている。なお、お金も地位もあり、知的でおしゃれな男性を「メトロセクシャル」

と呼ぶようである。これは、昨年ごろからアメリカで盛んに使われるようになった言葉で、

大都市（メトロポリス）の生活を満喫し、身繕いに気を配る上品で賢い男性をさすようだ。 

衣料品以外にも、高級セダンやデジタル家電等でも復活の兆しがある。2004 年のヒット

商品一覧表を見ると、男性向けの美脚パンツがヒットしたほか、新型クラウンがヒットし

たことが注目される。この背景には、女性も手軽に乗れるミニバンが主流だった自動車業

界は今、男性向け高級セダンに力を入れていることがある。また、女性の嗜好品としての

イメージが強いアイスクリームにも、男性のためのアイスクリームが登場しており、食べ

応えもさることながら上質感をアピールしている。更に雑誌業界では、上質スタイルを提

案する大人の男性向け高級ライフスタイル誌が軒並み好調である。ファッションだけでな

く、車や旅行のほか食についてもゆとりある生活を提案し、読者の支持を得ている。 

 

◆０４年ヒット商品番付◆ 

横綱  東『冬のソナタ』と韓流関連商品  西 該当なし 

大関  東『世界の中心で、愛を叫ぶ』   西 アテネオリンピック放送 

関脇  東「アクオス」          西「ｉＰｏｄ」 

小結  東 イチロー            西「伊右衛門」 

前頭１ 東 ななめドラム式洗濯乾燥機    西「ＦＯＭＡ９００ｉ」 

同２  東「暴君ハバネロ」        西 芋焼酎 

同３  東 コエンザイムＱ１０      西 新型「クラウン」 

同４  東 ネットオークション      西「黒豆ココア」と黒酢 

同５  東「ドラフトワン」       西 美脚パンツ 

同６  東 みなとみらい線と元町・中華街 西 楽天イーグルス 

（出所）日本経済新聞社 

 

●男性消費は株価と連動 

一般に、男性の消費支出は景気が悪いと抑制され、逆に景気が良くなると一気に表に出

てくると言われてきた。そこで、男性消費と景気の関係を調べるために、総務省「家計調

査」の消費支出に占める男性消費関連品目（男子用洋服、シャツ・セーター類、下着類、

靴下、靴、自動車等関連費、世帯主こづかい）の比率と株価（ＴＯＰＩＸ）の推移を見て
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みると、男性消費比率が株価に連動している様子が窺える。つまり、男性の消費意欲は株

価の影響を受けやすく、このところの株価上昇は男性消費にも好影響を与えているといえ

る。特に、ある程度の株式を保有している層にとって、株価上昇は保有資産価値の回復に

つながる。 

この背景としては、一般的に「子供のための消費」は不況でも削れず、また妻が財布の

紐を握っているケースが多いので「紳士服よりは婦人服」の方が不況による影響度は低い

とされている。つまり「お父さんの消費支出」は後回しになりやすい。こうした状況が景

気を反映する株価と男性消費の連動性を生み出しているものと思われる。 

 

株価と連動する男性消費率
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（出所）総務省「家計調査」、日本銀行「金融経済統計月報」 

（注）データは後方 12 ヶ月移動平均 

 

●男性消費の拡大余地は現時点であと＋2.9 兆円 

以上のように、株価の上昇など景気回復期待の高まりとともに男性関連商品も売れてい

る。これは明るい材料のようにも思える。しかし裏を返せば「消費の最終部分まで出てき

てしまったことになるので、この先の消費拡大余地は限られており、景気回復の天井は意

外に低い」と考えることもできなくない。 

では、こうした男性消費は今後どの程度の伸びが期待できるだろうか。そこで以下では、潜

在的な男性消費需要を求め、男性消費にあとどれだけ糊代があるかを試算した。家計調査を用

いて、男性消費関連品目を抽出し、消費支出全体に占める比率の推移を見ると、89 年の 13.7％

がピークとなっており、直近の 12.4％から＋1.3％ポイント高いことが確認される。ここで、

13.7％を潜在男性消費率と仮定すれば、男性消費率はあと＋1.3％の糊代があることになり、

これを達成するにはあと＋10.4％男性消費が拡大することができる。これを名目ＧＤＰベース

に換算すれば、男性消費の拡大で個人消費が＋2.9 兆円拡大する余地があることになる。つま
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り、2004 年度の名目ＧＤＰが約 505 兆円、個人消費が約 286 兆円であることからすれば、男

性消費の糊代部分の拡大は年間の名目ＧＤＰを＋0.6％、個人消費を＋1.0％押し上げることに

なる。 

現在は、景気回復に伴い生活者の将来に対する不安は小さくなっていることから、こう

した人々の意識の変化がやや遅れて男性の消費にも動意が出てきた格好といえよう。今後

も景気回復が続けば、自分の趣味などに強いこだわりを持つ男性の消費をうまく刺激でき

た商品がヒットする可能性が高い。ただ、早すぎる金融引き締めや増税が続いたら全体の

景気は大して良くならず、結果的に株価もそれほど上昇しないという懸念は残る。男性消

費回復を素直に喜んで良いのかどうかは、今後の経済政策運営次第といえよう。 

 

 

＜参考文献＞ 

東レ経済研究所「ＴＢＲ産業経済の論点」2005.2.4 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


